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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間における世界経済につきましては、先進国を中心に緩やかな回復基調にありました。

なかでも米国経済は、企業の設備投資意欲の高まりと失業率の改善もあって、着実に回復へと向かっております。

それに対し、欧州経済は依然として回復への足どりが重く、デフレが懸念される状況です。また、中国経済は比較

的高い成長率を維持しておりますが、都市部の住宅供給過剰や企業の過大な設備投資の調整過程にあり、景気減速

はしばらく続くものと思われます。

 一方、わが国経済は、消費税増税に伴うかけ込み需要の反動減と税率引き上げによる購買力低下から個人消費が

振るわず、成長率は鈍化しました。また、８月以降の急激な円安の進行によって輸出の伸びが期待されましたが、

既に多くの企業が生産拠点の海外移転を進めており、当期間における円安による経済効果がプラスに作用するには

至りませんでした。 

 そのような状況下、当社グループにおきましては、国内消費の落ち込みによりすべてのセグメントで減収となり

ましたが、とりわけ機能性材料については、受注が好調であった前年同期との落差が大きく、業績低下の最大の要

因となりました。 

 その結果、当第２四半期連結累計期間における当社グループの経営成績は、売上高154億18百万円（前年同期比

9.7％減）、営業利益１億85百万円（前年同期比78.4％減）、経常利益２億49百万円（前年同期比71.9％減）、四

半期純利益１億81百万円（前年同期比65.8％減）となりました。 

 セグメント別の状況につきましては、次のとおりです。 

 

軽包装材料

 当セグメントにつきましては、主力製品の一つである電子レンジ対応食品包材「レンジＤｏ！」が堅調な受注を

受け、前年同期比微増となりました。また、高防湿ＰＴＰシート用フィルム「テクニフィルム」をはじめ医薬・医

療用包材は、新規ユーザーの獲得等により増収となりました。 

 一方、エアー緩衝材についてはユーザーの減産によって、清涼飲料用パウチについては夏場の天候不順によっ

て、それぞれ減収となった他、その他の一般包材についても消費税増税に伴うかけ込み需要の反動減と個人消費不

振の影響を受け、減収となりました。 

 その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は71億60百万円（前年同期比1.5％減）となりました。 

 

産業資材

 当セグメントにつきましては、住宅建設と物流面の落ち着きとユーザーの在庫調整によってテープ基材関連の売

上は前年同期比で減少しました。 

 剥離紙については、自動車関連部材用や電子部品固定用として使用されるものは比較的堅調な売上を維持しまし

たが、ラベル用など一般用途については競争激化により、また、フレキシブルプリント基板用の電材用工程紙につ

いては海外ユーザーからの受注減少により、それぞれ売上が低調となり、剥離紙全体としては前年同期比で減収と

なりました。 

 その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は37億48百万円（前年同期比5.7％減）となりました。 
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機能性材料

 当セグメントにつきましては、これまで好調であった携帯情報端末向けの表面保護フィルムが、競合他社との競

争激化と韓国向けの販売不振の影響を受け、前年同期比で大幅な減収となりました。特に、一般用途や偏光板等の

光学用途に使用される「サニテクト」、「ＰＡＣ」は需要の減少と低価格化が進み、厳しい状況が続きました。

 「ＳＡＴ」については、一部の高付加価値タイプは一定の売上を確保しましたが、対象端末のモデルチェンジや

タッチパネルの部材構成の変化等により減収となりました。 

 その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は43億７百万円（前年同期比23.3％減）となりました。 

 

 なお、セグメント別の売上高は以下のとおりです。

 

セグメント別   売上高   構成比   前年同期比

軽包装材料   7,160百万円   46.5％   1.5％減

産業資材   3,748百万円   24.3％   5.7％減

機能性材料   4,307百万円   27.9％   23.3％減

その他   202百万円   1.3％   5.1％減

合計   15,418百万円   100.0％   9.7％減

 

（２）財政状態に関する説明

資産、負債及び純資産の状況

（資産）

 総資産は前連結会計年度末と比べて３億19百万円減少いたしました。これは主に、投資有価証券が７億82百万円

増加したことや、投資その他の資産の「その他」に含まれる退職給付に係る資産が３億52百万円増加したこと等の

増加要因がありましたが、現金及び預金が８億85百万円減少したことや、受取手形及び売掛金が４億48百万円減少

したこと等の減少要因に相殺されたためであります。 

（負債） 

 負債は前連結会計年度末と比べて８億72百万円減少いたしました。これは主に、支払手形及び買掛金が３億29百

万円減少したことや、未払法人税等が２億25百万円減少したこと、長期借入金が２億25百万円減少したためであり

ます。 

（純資産） 

 純資産は前連結会計年度末に比べて５億53百万円増加いたしました。これは主に、利益剰余金が３億89百万円増

加したことや、その他有価証券評価差額金が１億70百万円増加したためであります。 

 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 当第２四半期連結累計期間の業績及び今後の見通し勘案した結果、平成26年10月17日に発表しました通期の連結

業績予想に変更はありません。今後、業績の見通しに変化がある場合には速やかに開示いたします。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

（退職給付に関する会計基準等の適用） 

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付

見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を割引率決定の基礎となる

債権の期間について従業員の平均残存勤務期間に近似した年数とする方法から退職給付の支払見込期間及び支払

見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２四

半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減しております。

 この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る資産が355,218千円増加し、退職給付に係る負債

が88,550千円減少し、利益剰余金が285,609千円増加しております。また、当第２四半期連結累計期間の営業利

益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 6,107,202 5,221,911 

受取手形及び売掛金 10,007,203 9,559,066 

電子記録債権 925,286 1,155,051 

商品及び製品 1,235,352 1,334,498 

仕掛品 1,470,609 1,305,552 

原材料及び貯蔵品 825,272 705,913 

その他 293,896 295,312 

貸倒引当金 △49,777 △48,974 

流動資産合計 20,815,044 19,528,331 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 2,419,296 2,374,569 

機械装置及び運搬具（純額） 1,091,796 1,074,298 

土地 1,916,530 1,916,530 

その他（純額） 294,647 203,892 

有形固定資産合計 5,722,271 5,569,291 

無形固定資産 22,155 19,807 

投資その他の資産    

投資有価証券 3,139,863 3,922,725 

退職給付に係る資産 347,653 700,060 

その他 103,149 89,829 

貸倒引当金 △1,708 △730 

投資その他の資産合計 3,588,959 4,711,885 

固定資産合計 9,333,386 10,300,984 

資産合計 30,148,430 29,829,315 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 6,808,308 6,478,484 

短期借入金 3,310,000 3,340,000 

未払法人税等 285,607 59,872 

賞与引当金 484,127 453,064 

役員賞与引当金 6,966 7,800 

その他 1,572,596 1,338,033 

流動負債合計 12,467,606 11,677,254 

固定負債    

長期借入金 639,985 414,739 

役員退職慰労引当金 129,099 115,279 

環境対策引当金 274,124 274,074 

退職給付に係る負債 563,497 470,446 

資産除去債務 99,439 99,964 

その他 280,599 530,342 

固定負債合計 1,986,744 1,904,845 

負債合計 14,454,350 13,582,100 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,176,000 2,176,000 

資本剰余金 2,136,298 2,136,756 

利益剰余金 10,877,642 11,267,582 

自己株式 △116,459 △115,955 

株主資本合計 15,073,480 15,464,383 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 585,707 756,447 

為替換算調整勘定 1,278 △15,734 

退職給付に係る調整累計額 △111,972 △102,654 

その他の包括利益累計額合計 475,013 638,057 

新株予約権 18,133 17,956 

少数株主持分 127,451 126,817 

純資産合計 15,694,079 16,247,215 

負債純資産合計 30,148,430 29,829,315 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

売上高 17,075,662 15,418,882 

売上原価 14,685,117 13,780,279 

売上総利益 2,390,545 1,638,602 

販売費及び一般管理費 1,534,390 1,453,448 

営業利益 856,155 185,154 

営業外収益    

受取利息 178 372 

受取配当金 40,111 43,785 

作業くず売却益 33,337 28,334 

クレーム収入 58,987 13,606 

その他 22,682 9,588 

営業外収益合計 155,297 95,687 

営業外費用    

支払利息 23,399 18,805 

持分法による投資損失 － 5,047 

環境対策費 94,960 － 

その他 3,252 7,335 

営業外費用合計 121,612 31,188 

経常利益 889,840 249,652 

特別損失    

固定資産除却損 1,487 － 

環境対策設備除却関連損失 62,595 － 

特別損失合計 64,083 － 

税金等調整前四半期純利益 825,756 249,652 

法人税、住民税及び事業税 164,082 56,348 

法人税等調整額 129,299 11,383 

法人税等合計 293,382 67,732 

少数株主損益調整前四半期純利益 532,374 181,920 

少数株主利益 2,163 776 

四半期純利益 530,210 181,144 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 532,374 181,920 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 60,395 170,828 

退職給付に係る調整額 － 9,318 

持分法適用会社に対する持分相当額 － △17,013 

その他の包括利益合計 60,395 163,133 

四半期包括利益 592,770 345,053 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 590,647 344,188 

少数株主に係る四半期包括利益 2,122 865 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 825,756 249,652 

減価償却費 327,168 321,453 

退職給付引当金の増減額（△は減少） △8,156 － 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － △24,145 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △9,413 △13,819 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 4,645 △1,781 

受取利息及び受取配当金 △40,290 △44,157 

支払利息 23,399 18,805 

持分法による投資損益（△は益） － 5,047 

固定資産除却損 1,487 － 

環境対策費 94,960 － 

環境対策設備除却関連損失 62,595 － 

売上債権の増減額（△は増加） △833,338 237,251 

たな卸資産の増減額（△は増加） △186,147 185,269 

仕入債務の増減額（△は減少） 804,437 △376,376 

未払消費税等の増減額（△は減少） △4,107 96,458 

前払年金費用の増減額（△は増加） 44,394 － 

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） － 36,934 

その他 △50,285 9,536 

小計 1,057,107 700,130 

利息及び配当金の受取額 40,291 44,157 

利息の支払額 △24,211 △18,931 

環境対策費の支払額 △34,388 △168,584 

火災損失の支払額 △63,950 － 

法人税等の支払額 △86,346 △295,083 

営業活動によるキャッシュ・フロー 888,502 261,688 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △128,083 △273,256 

投資有価証券の取得による支出 △11,361 △539,384 

投資有価証券の売却による収入 54,015 － 

貸付けによる支出 △770 △920 

貸付金の回収による収入 1,951 1,444 

その他 △9,661 23,176 

投資活動によるキャッシュ・フロー △93,909 △788,940 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） △80,000 30,000 

長期借入れによる収入 200,000 － 

長期借入金の返済による支出 △445,308 △254,408 

社債の償還による支出 △10,000 － 

自己株式の処分による収入 － 786 

配当金の支払額 △76,982 △77,006 

少数株主への配当金の支払額 △860 △1,500 

リース債務の返済による支出 △28,309 △21,718 

財務活動によるキャッシュ・フロー △441,460 △323,846 

現金及び現金同等物に係る換算差額 － △4,538 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 353,132 △855,637 

現金及び現金同等物の期首残高 5,208,750 5,974,044 

現金及び現金同等物の四半期末残高 5,561,883 5,118,406 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年９月30日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

          （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 

四半期連結損
益計算書計上

額 
（注）２ 

  軽包装材料 産業資材 機能性材料 計 

売上高 7,272,268 3,976,378 5,613,787 16,862,435 213,227 17,075,662 

セグメント利益 232,105 2,784 593,505 828,395 27,759 856,155 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに振り分けるのが困難な商品の仕入売り等であります。

   ２．セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年９月30日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 

四半期連結損
益計算書計上

額 
（注）２ 

  軽包装材料 産業資材 機能性材料 計 

売上高 7,160,603 3,748,652 4,307,193 15,216,449 202,434 15,418,882 

セグメント利益又は損失

（△） 
197,222 △23,880 △4,458 168,884 16,270 185,154 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに振り分けるのが困難な商品の仕入売り等であります。

   ２．セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。
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